
は

じ

め

に

江
戸
時
代
の
五
人
組
に
は
、
連
帯
責
任
・
相
互
監
視
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

（
�
）

た
と
さ
れ
て
い
る
。『
国
史
大
辞
典
』
に
は
、「
江
戸
時
代
に
お
け
る
最
末
端
の
治

安
・
行
政
単
位
。
地
域
ご
と
に
五
戸
前
後
を
組
み
合
わ
せ
、
年
貢
納
入
・
治
安
維

（
�
）

持
の
連
帯
責
任
単
位
と
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
教
科
書
に
は
、

「
村
民
を
数
戸
ず
つ
五
人
組
に
編
成
さ
れ
、
年
貢
の
納
入
や
犯
罪
の
防
止
に
連
帯

責
任
を
負
わ
せ
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
五
人
組
の
固
定
観
念
に
な
っ
て

い
る
。
五
人
組
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
実
際
に
ど
う
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
実
態
に
関
す
る
史
料
等
に
基
づ
い
て
調
べ
た
も
の
は
な
い
よ
う

ご

せ

に
思
え
る
。
大
和
国
葛
上
郡
御
所
町
（
現
、
奈
良
県
御
所
市
）
に
「
文
政
十
三
寅

二
月

家
出
人
柳
原
屋
武
左
衛
門
割
賦
帳

五
人
組
」（
西
暦
一
八
三
〇
、
以

（
�
）

下
、「
武
左
衛
門
割
賦
帳
」
と
い
う
）
と
表
紙
に
書
か
れ
た
一
冊
の
横
帳
が
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
一
家
で
家
出
し
た
武
左
衛
門
の
借
財
を
五
人
組
が
処
理
し
た
記

録
で
あ
る
。
現
在
の
整
理
回
収
機
構
の
よ
う
な
仕
事
を
五
人
組
が
し
て
い
る
。
こ

の
史
料
や
御
所
町
の
そ
の
他
の
史
料
、
各
地
の
五
人
組
帳
前
書
等
か
ら
、
実
際
に

五
人
組
に
は
何
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
か
、
ま
た
実
際
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
た
か
等
、
五
人
組
の
機
能
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

一
般
的
に
「
五
人
組
帳
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
御
所
町
に
残
っ

（
�
）

て
い
る
も
の
で
も
い
く
つ
か
の
名
称
が
あ
り
、
穂
積
重
遠
氏
は
一
〇
〇
以
上
の
名

称
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
単
に
「
五
人
組
帳
」
と
す
る
。
種
々
の
規
則

が
書
か
れ
た
「
五
人
組
帳
前
書
」
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
名
称
が
あ
る
が
、

「
五
人
組
帳
前
書
」
ま
た
は
単
に
「
前
書
」
と
す
る
。

第
一
章

先
行
研
究
の
概
要

五
人
組
の
機
能
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
五
人
組
帳
前
書

の
記
述
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
以
前
に
は
五
人
組
の
研
究
が

活
発
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
今
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な

も
の
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

の
ぶ
し
げ

穂
積
陳
重
氏
は
、
最
初
の
五
人
組
制
度
の
研
究
者
と
い
え
る
。
三
つ
の
著
作
が

（
�
）

あ
り
、『
五
人
組
制
度
』
で
は
、
五
人
組
制
度
の
沿
革
・
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る

と
と
も
に
、
五
人
組
帳
前
書
の
内
容
を
①
総
論
、
②
勧
農
法
、
③
租
税
法
、
④
駅

近
世
五
人
組
の
機
能
に
関
す
る
再
検
討

│
│
大
和
国
御
所
町
の
五
人
組
を
例
に
│
│

中

井

陽

一
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伝
法
、
⑤
吏
員
法
、
⑥
警
察
法
、
⑦
宗
教
法
、
⑧
道
徳
法
、
⑨
節
用
法
、
⑩
民
事

（
�
）

法
、
⑪
刑
事
法
、
⑫
訴
訟
法
の
一
二
に
分
類
し
て
い
る
。『
五
人
組
制
度
論
』
で

は
、
前
著
の
内
容
を
補
完
し
、
分
類
で
は
①
身
分
法
、
②
営
業
法
の
二
つ
を
加
え

一
四
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
は
五
人
組
帳
前
書
の
収
集
を
行
い
、『
五
人
組

（
�
）

法
規
集
』
に
九
四
点
の
五
人
組
帳
前
書
を
掲
載
し
て
い
る
。

穂
積
重
遠
氏
は
陳
重
氏
の
ご
子
息
で
父
君
の
跡
を
継
い
で
五
人
組
帳
前
書
の
収

（
�
）

集
を
行
い
、『
五
人
組
法
規
集
続
編
』
と
し
て
、
上
下
二
巻
に
ま
と
め
、
四
七
七

点
の
五
人
組
帳
前
書
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
前
書
の
各
条
を
内
容
に
よ
っ
て
分

類
し
て
い
る
。

（
�
）

田
村
浩
氏
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
近
代
の
隣
組
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
、
江

戸
時
代
の
五
人
組
制
度
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
�
）

西
村
精
一
氏
は
、
五
人
組
の
起
源
、
経
緯
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、

各
地
の
五
人
組
帳
前
書
か
ら
、
五
人
組
の
機
能
を
左
記
の
八
項
目
に
ま
と
め
て
い

る
。

①
警
察
保
安
関
係
（
犯
罪
告
発
、
転
住
・
宿
泊
人
取
締
、
切
支
丹
取
締
、
賭

博
禁
止
等
）、
②
納
税
関
係
（
日
限
ま
で
の
完
納
、
納
税
の
連
帯
責
任
）、
③

防
火
並
び
に
防
水
に
関
す
る
こ
と
、
④
治
水
土
木
に
関
す
る
こ
と
、
⑤
農
業

上
の
機
能
（
田
地
売
買
禁
止
、
田
地
分
割
制
限
、
荒
れ
の
防
止
、
農
業
共

助
）、
⑥
親
族
法
・
相
続
法
関
係
（
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
相
続
・
遺
言
等
へ

の
立
会
）、
⑦
節
約
の
励
行
、
⑧
道
徳
教
化

こ
の
分
類
は
最
近
の
研
究
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
五
人
組
の
機
能
の
常
識
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
滋
賀
県
を
中
心
に
近
代
の
隣
組
制
度
に
つ

い
て
調
査
し
、
こ
れ
を
「
新
五
人
組
制
度
」
と
し
て
い
る
が
、
田
村
氏
と
同
様
、

隣
組
制
度
を
推
奨
す
る
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
十
年
代
の
研
究
で

あ
り
、
世
相
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

（
�
）

野
村
兼
太
郎
氏
は
五
人
組
に
関
し
、「
五
人
組
帳
に
現
れ
た
五
人
組
制
度
を
研

究
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
在
せ
る
五
人
組
そ
の
も
の
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
を
十
分
調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
五
人
組
帳
前
書
、
即
ち
五
人
組

の
規
定
が
直
ち
に
徳
川
時
代
の
五
人
組
制
度
の
真
実
の
姿
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
」
と
五
人
組
帳
前
書
に
よ
る
五
人
組
の
機
能
を
批
判
し
て
い
る
が
、

真
実
の
姿
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
氏
は
「
五
人
組
帳
資
料
」

と
し
て
一
二
一
点
の
関
東
地
方
の
五
人
組
帳
前
書
を
掲
載
し
て
い
る
。

最
近
、
五
人
組
の
研
究
は
活
発
と
は
い
え
な
い
。
戦
前
の
研
究
に
よ
っ
て
、
あ

る
程
度
の
固
定
観
念
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
五
人
組
帳
以
外
に
史
料
が
な
い
こ
と

等
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
の
研
究
と
し
て
は
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

（
�
）

煎
本
増
夫
氏
は
、「
通
説
の
よ
う
に
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
・
浪
人
取
締
り
で
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
寛
永
年
間
に
自
立
過
程
に
あ
っ
た
近
世
農
民
を
村
落
内
に
封
鎖

し
、
年
貢
収
奪
を
完
璧
た
ら
し
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
五
人
組
の
機
能
が
、
村
内
治
安
・
年
貢
納
入
・

耕
作
強
制＝

相
互
扶
助
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
は
、

（
�
）

二
〇
〇
九
年
八
月
に
『
五
人
組
と
近
世
村
落
』
と
い
う
著
作
を
上
梓
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
五
人
組
に
関
す
る
最
新
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
著
作
で
は
、
副
題
に
「
連

帯
責
任
制
の
歴
史
」
と
あ
る
よ
う
に
、
主
に
五
人
組
の
連
帯
責
任
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。（

	
）

小
笠
原
隆
夫
氏
は
、
讃
岐
国
豊
田
郡
井
関
村
の
例
で
、「
五
人
組
の
機
能
は
頼

母
子
講
・「
山
五
人
組
組
合
」
と
い
う
他
の
家
連
合
体
に
代
替
え
さ
れ
て
い
る
」

と
し
、
五
人
組
の
相
互
扶
助
性
は
、
村
落
構
造
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
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（
�
）

大
塚
英
二
氏
は
、
尾
張
国
春
日
井
郡
赤
津
村
に
残
さ
れ
た
五
人
組
帳
と
家
別
絵

図
・
人
別
改
帳
を
対
照
さ
せ
、「
五
人
組
の
組
合
せ
は
、
単
純
な
地
理
的
結
合
で

は
な
く
、
経
済
的
紐
帯
、
即
ち
保
証
関
係
な
ど
を
伴
う
形
で
な
さ
れ
、
五
人
組
は

年
貢
納
入
の
一
つ
の
単
位
と
し
て
存
在
し
た
」
と
し
て
い
る
。

（
�
）

（
�
）

（
�
）

（
�
）

前
記
の
他
、
黒
羽
兵
治
郎
氏
・
川
村
優
氏
・
双
川
喜
文
氏
・
熊
谷
信
一
氏
・
武

（
�
）

田
久
義
氏
等
の
研
究
が
あ
る
が
、
連
帯
責
任
・
相
互
監
視
と
い
う
五
人
組
の
機
能

に
疑
問
を
呈
し
た
研
究
は
な
い
。

多
数
の
五
人
組
帳
前
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
と
し
て
、
前
記
三
つ
の
文
献

（
�
）

の
他
に
『
大
阪
周
辺
の
村
落
資
料
（
第
四
輯

五
人
組
帳
）』（
五
四
点
を
収

（
�
）

録
）、「
幕
末
期
河
州
天
領
五
人
組
帳
集
」（
六
点
を
収
録
）
が
あ
る
。

第
二
章

五
人
組
帳
前
書

一.

御
所
町
の
五
人
組
帳

御
所
町
に
は
左
記
の
五
人
組
帳
が
現
存
し
て
い
る
。
五
人
組
帳
前
書
は
、
文
化

六
年
（
一
八
〇
九
）
か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
ま
で
、
内
容
は
同
じ
で
全
六

一
条
で
あ
る
。
各
条
の
内
容
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
大
和
国
葛
下
郡
王

（
	
）

寺
村
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
翻
刻
を
割
愛
す
る
。
幕
末
の
五
人
組
帳
に

は
前
書
が
な
い
。
前
書
は
簡
素
化
さ
れ
て
別
冊
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
、
書
き
写

す
こ
と
を
省
略
し
て
る
。

天
保
七
年
以
前
の
前
書
の
な
か
に
、
五
人
組
と
書
か
れ
て
い
る
条
は
五
条
で
あ

る
。
し
か
し
、
五
人
組
と
書
か
れ
て
い
て
も
「
庄
屋
年
寄
五
人
組
頭
立
会
」、「
庄

屋
年
寄
五
人
組
江
書
付
を
以
相
断
」
等
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
や
五
人
組
帳
に
関

す
る
も
の
と
、
五
人
組
の
単
独
の
機
能
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
後
者
は

一
条
の
み
で
あ
る
。
左
記
の
各
五
人
組
帳
に
「
全
条
数
」
お
よ
び
括
弧
内
に
「
五

人
組
と
書
か
れ
た
全
条
数
」
と
「
五
人
組
の
機
能
に
関
す
る
条
数
」
を
示
す
。

１
、
五
人
組
御
改
帳
：
文
化
六
年
〜
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）、
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）〜
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）、
天
保

七
年
、
全
六
一
条
（
五
条
、
一
条
）

２
、
五
人
組
御
改
帳
：
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、

（
前
書
な
し
）

３
、
伍
人
與
改
帳
：
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）（
前
書
な
し
）

４
、
御
掟
五
人
組
印
形
帳
：
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
全
一
二
条
（
一
条
、
一

条
）

５
、
宗
旨
五
人
組
前
書
：
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、（
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

の
五
人
組
帳
前
書
に
宗
門
改
帳
の
前
書
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
）
全
三
五
条

（
三
条
、
一
条
）、
安
政
四
年
は
、
全
二
七
条
（
三
条
、
一
条
）

二.

五
人
組
帳
前
書
に
よ
る
五
人
組
の
義
務

大
和
国
を
中
心
に
市
町
村
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
人
組
帳
前
書
に
つ
い
て
調

べ
た
。
全
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
市
町
村
史
は
、
本
節
の
最
後
に
示
す
通
り
で
、

（


）

（
�
）

掲
載
し
て
い
る
市
町
村
史
は
少
な
い
。『
新
庄
町
史
』・『
王
寺
町
史
』
は
、
旧
版

（
�
）

（


）

に
は
掲
載
し
て
い
る
が
、『
改
訂
新
庄
町
史
』・『
新
訂
王
寺
町
史
』
に
は
掲
載
し

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
改
訂
の
と
き
に
掲
載
し
な
く
な
っ
た
市
町
村
史
も
あ

（
�
）

る
。
ま
た
、
市
町
村
史
の
他
に
『
地
方
凡
例
録
』
に
記
載
の
も
の
、
お
よ
び
「
山

（
�
）

本
大
膳
五
人
組
帳
」
を
加
え
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
全
条
数
・
五
人
組
と
書
か
れ

た
全
条
数
・
五
人
組
の
単
独
の
機
能
と
考
え
ら
れ
る
条
数
を
調
べ
た
。

第
一
章
に
五
人
組
帳
前
書
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
文
献
を
示
し
た

― ３ ―



が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
五
人
組
の
単
独
の
機
能
が
書
か
れ
た
条
文
を
調
べ

（
�
）

た
。『
五
人
組
法
規
集
』
の
な
か
に
単
独
と
思
わ
れ
る
条
文
を
含
む
も
の
が
あ
っ

（
�
）

た
の
で
追
加
し
た
。『
五
人
組
法
規
集
続
編
』
に
は
、
正
編
を
含
め
全
て
の
条
文

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
七
四
五
条
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
条
文
は
、
内

容
に
お
い
て
左
記
に
転
記
し
た
も
の
と
重
複
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
五
人

（
�
）

（
�
）

組
帳
の
研
究
』
の
「
五
人
組
資
料
」・『
大
阪
周
辺
の
村
落
資
料
』・「
幕
末
期
河
州

（
�
）

天
領
五
人
組
帳
集
」
に
つ
い
て
も
表
現
は
異
な
る
が
、
内
容
と
し
て
重
複
す
る
も

の
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。

五
人
組
の
機
能
に
関
す
る
条
文
を
各
史
料
の
原
文
の
通
り
に
転
記
す
る
。
一
度

転
記
し
た
も
の
と
同
じ
内
容
の
条
文
は
割
愛
す
る
。
左
記
の
括
弧
内
の
下
段
に
示

す
よ
う
に
、
五
人
組
の
単
独
の
機
能
・
義
務
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
数
は
少
な

い
。
ま
た
、
左
記
の
９
項
の
第
三
条
・
１１
項
の
第
二
条
以
外
は
、
義
務
・
機
能
と

し
て
は
重
く
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
条
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

１
、「
五
人
組
御
改
帳
」
大
和
国
葛
上
郡
御
所
町
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

第
二
条
、
五
人
組
之
義
町
場
ハ
家
並
在
郷
ハ
最
寄
次
第
家
五
軒
宛
組
合
、
子

供
并
ニ
下
人
・
店
借
・
地
借
之
者
ニ
至
迄
、
悪
事
不
仕
様
組
中
常
々
無
油

断
可
令
詮
議
、
若
徒
者
有
之
而
庄
屋
之
申
付
を
も
不
用
候
も
の
ハ
可
訴
出

事

（
�
）

２
、「
五
人
組
御
仕
置
帳
」
大
和
国
葛
下
郡
王
寺
村
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

三
月
、
全
五
九
条
（
五
条
、
一
条
）

（
�
）

３
、「
五
人
組
帳
」
大
和
国
葛
下
郡
疋
田
村
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
三
月
、

全
四
九
条
（
九
条
、
二
条
）

第
四
二
条
、
独
身
之
百
姓
耕
作
成
兼
候
ハ
ヽ
、
五
人
組
と
し
て
助
合
田
畑
あ

ら
し
不
申
様
ニ
可
仕
事

（
�
）

４
、「
御
仕
置
五
人
組
帳
」
大
和
国
宇
陀
郡
下
芳
野
村
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

三
月
、
全
七
三
条
（
六
条
、
二
条
）

第
一
五
条
、
馬
之
筋
を
の
へ
候
儀
御
停
止
候
、
牛
馬
売
り
買
候
ハ
、
出
所
聞

届
請
人
を
取
、
五
人
組
ニ
相
断
可
売
買
致
、
出
所
不
慥
牛
馬
不
可
買
取
事

（
	
）

５
、「
御
仕
置
五
人
組
帳
」
大
和
国
吉
野
郡
黒
淵
村
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

三
月
、
全
六
七
条
（
六
条
、
二
条
）

（


）

６
、「
五
人
組
御
仕
置
帳
」
大
和
国
宇
陀
郡
東
之
庄
村
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

三
月
、
全
三
九
条
（
三
条
、
一
条
）

（
�
）

７
、「
五
人
組
帳
」
大
和
国
生
駒
郡
生
駒
陣
所
一
一
ヶ
村
、
天
保
十
五
年
（
一
八

四
四
）
四
月
、
全
五
〇
条
（
一
〇
条
、
三
条
）

第
一
五
条
、
火
の
用
心
五
人
組
限
り
致
吟
味
大
切
に
可
仕
事

第
四
九
条
、（
前
略
）
御
未
進
銀
等
在
之
候
又
は
無
拠
諸
借
用
致
有
之
候
は

御
年
貢
筋
は
勿
論
其
外
は
吟
味
の
上
其
組
合
の
も
の
へ
不
残
皆
済
申
付
候

五
人
組
よ
り
庄
屋
年
寄
等
閑
致
置
候
は
庄
屋
年
寄
へ
右
皆
済
申
付
候
間
其

時
後
悔
不
致
様
楽
々
常
々
致
吟
味
兼
度
相
守
忘
却
致
間
敷
候
（
後
略
）

（
�
）

８
、「
五
人
組
帳
」
摂
津
国
嶋
下
郡
別
所
村
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
、

全
三
四
条
（
一
三
条
、
一
条
）

第
一
七
条
、（
前
略
）
軽
キ
百
姓
田
畑
仕
付
候
節
、
相
煩
候
歟
、
又
ハ
無
拠

差
合
有
之
候
節
ハ
、
五
人
組
之
内
ヨ
リ
庄
屋
江
申
談
、
村
中
ニ
而
仕
付
生

育
可
仕
候
、
若
荒
置
候
ハ
ヽ
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
御
事

（


）

９
、『
地
方
凡
例
録
』、
全
五
三
条
（
一
〇
条
、
三
条
）

第
三
条
、（
前
略
）
別
て
五
人
組
の
儀
は
親
類
よ
り
も
親
し
く
、
吉
凶
と
も

互
に
助
け
合
患
難
相
救
ひ
可
申
候
、
五
軒
の
内
壱
人
に
て
も
不
埒
有
之
に

於
て
は
、
五
人
共
可
為
同
罪
事

― ４ ―



（
�
）

１０
、「
山
本
大
膳
五
人
組
帳
」、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
全
一
四
七
条
（
一
九

条
、
三
条
）、

第
一
一
二
条
、
他
所
江
罷
越
一
宿
に
て
も
可
仕
節
者
名
主
組
頭
者
申
合
其
外

之
者
共
者
五
人
組
江
相
断
勿
論
帰
り
候
は
ゞ
其
届
け
可
仕
事

（
�
）

１１
、「
五
人
組
帳
」
武
蔵
国
秩
父
郡
金
崎
村
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
全
五
一

条
（
一
一
条
、
五
条
）

第
二
条
、
御
年
貢
出
し
候
は
で
欠
落
致
可
申
候
と
及
見
候
百
姓
御
座
候
ば
御

代
官
へ
届
け
不
申
先
妻
子
を
取
其
上
可
申
上
候
致
油
断
欠
落
致
而
も
五
人

組
之
も
の
共
急
度
御
年
貢
払
方
相
究
可
申
候
事

（
�
）

１２
、「
御
条
目
被
仰
渡
候
惣
百
姓
連
印
帳
」
武
蔵
国
多
摩
郡
伊
奈
村
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）、
全
六
四
条
（
八
条
、
三
条
）

第
五
条
、
吉
利
支
丹
宗
門
之
儀
御
禁
制
之
条
不
審
成
候
も
の
有
之
者
可
申
出

若
不
審
隠
置
後
日
に
顕
候
は
ゞ
五
人
組
共
急
度
可
申
付
候
事

第
三
章

五
人
組
に
よ
る
家
出
人
の
借
財
処
理

一.

概

要

武
左
衛
門
割
賦
帳
は
、
財
政
的
に
行
き
詰
ま
っ
て
家
出
し
た
一
家
の
借
財
を
五

人
組
が
整
理
し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
史
料
お
よ
び
関
連
す
る
史
料
等
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
借
財
が
処
理
さ
れ
た
か
、
そ
の
処
理
に
関
す
る
五
人
組
の
役
割
等
に
つ

い
て
検
証
す
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
、
五
人
組
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
町
役
人

に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
の
最
初
の
部
分
の
翻
刻
を
史
料

１
に
示
す
。
な
お
、
武
左
衛
門
は
、
醤
油
の
醸
造
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

武
左
衛
門
は
、
家
出
す
る
前
に
家
財
道
具
を
高
田
村
（
現
、
奈
良
県
大
和
高
田

市
）
吉
兵
衛
に
売
り
払
い
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
大
晦
日
に
一
家
で
家

出
し
た
。
借
財
の
合
計
は
銀
一
一
二
九
七
・
〇
五
匁
で
あ
る
。
一
方
、
回
収
し
た

銀
高
は
、
高
田
村
吉
兵
衛
か
ら
取
り
戻
し
た
道
具
代
銀
一
四
〇
三
匁
、
残
っ
て
い

た
醤
油
の
道
具
等
を
売
っ
た
代
銀
三
〇
三
匁
、
計
銀
一
七
〇
六
匁
で
あ
る
。
処
理

の
た
め
の
諸
入
用
は
銀
一
八
四
・
四
匁
で
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た
債
権
者
に
対
す

る
割
賦
銀
の
原
資
は
、
銀
一
五
二
一
・
六
匁
と
な
る
。
こ
れ
を
債
権
者
に
均
等
に

支
払
っ
て
お
り
、
配
当
率
は
、
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
高
取
藩
の
役
所

（
御
所
町
は
幕
府
領
で
高
取
藩
預
け
）
の
吟
味
を
受
け
た
の
上
、
そ
の
指
示
に
従

っ
て
一
連
の
作
業
を
実
施
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

二.

武
左
衛
門
の
家
族
お
よ
び
所
持
屋
敷
等
の
来
歴

「
御
所
町
宗
門
御
改
帳
」（
以
下
、
宗
門
改
帳
」
と
い
う
）、「
御
所
町
高
名
寄

帳
」（
以
下
、「
高
名
寄
帳
」
と
い
う
）、
検
地
絵
図
等
に
よ
っ
て
調
べ
た
武
左
衛

門
の
祖
父
の
代
か
ら
、
家
出
し
た
文
政
十
二
年
ま
で
の
家
族
や
所
持
す
る
田
地
・

屋
敷
等
の
来
歴
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
宗
門
改
帳

高
市
郡
今
井
町

浄
土
宗
西
迎
寺
旦
那

新
兵
衛
六
二
、
妻
せ
き
五
一
、
悴
武
左
衛
門
三
〇
、
他
男
子
一
名
、

女
子
三
名
、
下
女
二
名

新
兵
衛
の
悴
と
し
て
武
左
衛
門
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
年
代
か
ら
家

出
人
武
左
衛
門
の
父
親
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
二
人
の
下
女

を
お
い
て
お
り
、
裕
福
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
旦
那
寺
が
今
井
町
（
現
、
奈

良
県
橿
原
市
今
井
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
祖
先
は
今
井
町
近
辺
の
出
身
で
あ
る

― ５ ―



と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
検
地
絵
図

「
新
兵
衛

四
畝
一
五
分
」
と
あ
り
、
寛
保
二
年
に
は
同
じ
所
に
住
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。（
下
に
示
す
図
１
参
照
、
図
の
説
明
は
後
述
）

３
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
宗
門
改
帳

武
左
衛
門
四
四
、
女
房
ま
す
三
八
、
悴
巳
之
助
二
〇

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
以
降
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ま
で
の
宗
門
改

帳
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
間
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

４
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
の
宗
門
改
帳

武
左
衛
門
五
三
、
女
房
ま
す
四
七
、
悴
武
兵
衛
二
九
、
孫
常
吉
五

一
旦
養
子
に
出
し
た
孫
の
常
吉
を
戻
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
に
息
子
の

巳
之
助
は
武
兵
衛
と
改
名
し
て
い
る
。
常
吉
は
武
左
衛
門
に
と
っ
て
初
孫
で
あ

り
、
初
孫
を
養
子
に
出
す
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
常
吉
は
武
左
衛
門
の
子

で
、
財
産
を
な
く
す
原
因
が
こ
こ
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

５
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
高
名
寄
帳
（
付
箋
二
枚
、
質
入
れ
は
付
箋
で

処
理
さ
れ
て
い
る
）

屋
敷
の
他
に
左
記
の
田
地
二
筆
を
持
っ
て
お
り
、
持
高
は
合
計
四
石
四
升
六

合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
田
は
、「
ケ
ン
チ
」
が
新
兵
衛
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
検
地
以
降
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
高
名
寄
帳
・
土
地
取
引
等
に
お
け
る
田
畑
・
屋
敷
の
特
定
に
は
、
寛
保
二

年
の
検
地
時
の
所
持
者
の
名
前
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
、
屋
敷

四
畝
拾
五
歩

高
七
斗
六
升
五
合

北
本
町

ケ
ン
チ
新
兵
衛

二
百
七
拾
九
番

一
、
上
田

八
畝
廿
四
歩

高
壱
石
四
斗
九
升
六
合

図 1 五人組の組合せ
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京
束

ケ
ン
チ
善
六

四
百
八
拾
三
番
、

一
、
中
田

壱
反
壱
畝
廿
七
歩

高
壱
石
七
斗
八
升
五
合

同
所

ケ
ン
チ
同

四
百
八
拾
四
番
、

付
箋
①
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
屋
敷
を
銀
三
貫
目
で
布
屋
伊
右
衛
門

に
質
入
れ
。

付
箋
②
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
田
地
二
筆
を
銀
八
五
〇
匁
で
譲
る
。

６
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
高
名
寄
帳
（
付
箋
三
枚
）

屋
敷
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

付
箋
①
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、
屋
敷
を
銀
三
貫
目
で
布
屋
伊
右
衛
門

に
再
度
質
入
れ
（
一
旦
返
却
し
て
期
間
を
お
い
て
ま
た
借
り
た
の
か
、
切

り
替
え
た
の
か
は
不
明
）。

付
箋
②
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
七
月
、
借
入
高

銀
四
貫
目
、
利
子
月

七
朱

付
箋
③
、
文
政
七
年
九
月
、
借
入
高

銀
五
貫
目
、
利
子
は
同
じ
。

７
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
高
名
寄
帳
（
付
箋
二
枚
）

付
箋
①
、
文
政
九
年
五
月
、
借
入
高

銀
六
貫
目
、
利
子
月
八
朱
。

付
箋
②
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）、
貸
主
布
屋
伊
右
衛
門
に
譲
る
。

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
銀
三
貫
目
で
質
入
れ
し
た
屋
敷
は
利
子
が
加
わ

っ
て
、
文
政
九
年
に
六
貫
目
に
な
り
、
文
政
十
一
年
に
手
放
し
て
い
る
。
文
化

十
五
年
（
一
八
一
八
）
以
降
、
文
政
年
間
の
宗
門
改
帳
は
浄
土
宗
家
持
の
分
が

欠
け
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
降
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
家
出
し
た
文
政
十

二
年
（
一
八
二
九
）
の
推
定
年
齢
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

武
左
衛
門
六
七
、
女
房
ま
す
六
一
、
悴
武
兵
衛
四
二
、
孫
常
吉
一

九

三.

家
出
後
の
処
理

債
権
者
の
各
人
に
対
す
る
債
権
額
及
び
割
賦
銀
（
配
当
金
）
を
表
１
に
示
す
。

家
出
後
の
処
理
に
関
し
、
注
目
点
・
疑
問
点
等
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
武
左
衛
門
が
家
出
前
に
道
具
を
売
っ
た
高
田
村
吉
兵
衛
か
ら
の
代
銀
の
取
り

戻
し
、
残
っ
た
道
具
類
の
売
却
、
債
権
者
お
よ
び
債
権
額
の
特
定
等
を
二
ヶ
月

余
り
で
完
了
し
て
い
る
。
債
権
者
は
二
九
人
で
、
そ
の
約
半
分
は
御
所
以
外
の

人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
五
人
組
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
が
、
短
期
間
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
は
驚
異
的
で
あ
る
。

２
、
武
左
衛
門
の
五
人
組
お
よ
び
前
後
の
組
を
表
２
に
示
す
。
ま
た
、
各
人
の
屋

敷
の
場
所
を
図
１
に
示
す
。
図
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
検
地
絵
図
を
も

と
に
し
て
い
る
。
屋
敷
の
場
所
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
高
名
寄
帳
の

「
ケ
ン
チ
」・
面
積
と
寛
保
二
年
の
検
地
絵
図
に
記
載
の
所
持
者
名
・
面
積
を
一

（
�
）

致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
し
た
。

３
、
処
理
の
た
め
の
諸
入
用
は
、
合
計
銀
一
八
四
・
四
匁
で
あ
る
。
諸
入
用
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
支
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
が
、
記
録
は
支
払
い

先
と
金
額
の
み
で
あ
る
。
全
部
で
一
八
人
に
支
払
っ
て
お
り
、
最
高
は
銀
二
〇

匁
、
最
低
は
銭
五
〇
文
で
あ
る
。

４
、
諸
入
用
の
支
出
先
に
武
左
衛
門
の
五
人
組
の
名
前
が
な
い
。
一
つ
後
の
組
の

玉
手
屋
吉
兵
衛
・
西
口
屋
佐
兵
衛
・
西
口
屋
源
兵
衛
の
名
前
が
あ
る
。
文
政
十

二
年
（
一
八
二
九
）
の
五
人
組
帳
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
借
家
に
な
っ
た

武
左
衛
門
の
五
人
組
が
ど
う
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
つ
後
の
家
持
の
五

人
組
が
処
理
に
あ
た
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
屋
敷
を
手
放
し
た
後
、
借

家
人
と
し
て
同
じ
屋
敷
に
住
む
例
は
多
い
よ
う
で
あ
る
。

５
、
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
賦
銀
に
全
員
が
応
じ
て
い
る
こ
と
、
高
田
村
吉

― ７ ―



表 1 債権者および債権額・割賦銀

損銀
匁

232.70

191.47

865.00

83.84

206.95

51.90

523.15

57.26

23.36

21.37

99.41

865.00

168.33

95.58

434.58

284.01

865.00

330.86

74.70

909.11

61.13

217.98

129.75

7.16

58.73

84.60

53.11

559.23

558.68

519.00

951.50

187.46

9,771.91

註 1）町・村が記載されていないのは御所町と考えられる。
2）割賦銀の率は 13.5％である。
3）「計」欄は筆者の集計であるが、史料 1の〆に比べ 0.2匁少ない。

精算
月日

とら 2月日

とら 2月日

とら 2月日

2月

2月

とら 2月日

とら 2月日

3月 9日

3月 9日

3月 14日

3月 20日

割賦銀
匁

36.32

29.88

135.00

13.08

32.29

8.10

81.65

8.94

3.64

3.33

15.49

135.00

26.27

14.92

67.82

44.29

135.00

51.70

11.60

141.89

9.54

34.02

20.25

1.12

9.16

13.20

8.29

87.27

87.12

81.00

148.50

29.26

1,524.94

債権額
匁

269.02

221.35

1,000.00

96.92

239.24

60.00

604.80

66.20

27.00

24.70

114.90

1,000.00

194.60

110.50

502.40

328.30

1,000.00

382.56

86.30

1,051.00

70.67

252.00

150.00

8.28

67.89

97.80

61.40

646.50

645.80

600.00

1,100.00

216.72

11,296.85

債権者

名前

善兵衛

源兵衛

半兵衛

おなを

七兵衛

七兵衛

九蔵

九蔵

利助

嘉助

利右衛門

恵□（虫喰）

平七

嘉兵衛

伊兵衛

清兵衛

嘉兵衛

嘉兵衛

孫七

久兵衛

忠右衛門

善三郎

孫七

久作

藤兵衛

弥三郎

忠兵衛

与次兵衛

善兵衛

市三郎

利兵衛

清兵衛

屋号

米屋

大中屋

釜屋

八百屋

今井屋

今井屋

今田屋

今田屋

ます屋

八百屋

今北屋

久保

今北屋

米屋

坊城屋

飴屋

木綿屋

帯屋

塩屋

大和屋

橘屋

大和屋

質大和屋

町・村

今井

今井

曽根

曽根

東辻

新むら

柳原

坊城

新むら

土佐

古寺

大坂

さたき

五条

竹内

大坂

計

1

2

3

4

5−1

5−2

6−1

6−2

7

8

9

10

11

12

13

14

15−1

15−2

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
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兵
衛
が
道
具
の
代
銀
の
返
還
に
応
じ
て
い
る
こ
と
等
は
、
現
在
の
個
人
の
権
利

を
主
張
す
る
社
会
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

処
理
は
高
取
役
所
の
指
示
で
あ
る
が
、
短
期
間
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
高
取
役
所
が
道
具
の
代
銀
を
戻
す
よ
う
に
命
じ
た
理
由
は
、「
夜
中
ニ
持

運
ひ
不
束
之
義
ニ
付
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

６
、
年
貢
免
定
に
よ
る
と
、
毎
年
、
町
は
醤
油
造
冥
加
銀
と
し
て
、
銀
九
匁
九
分

を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
額
は
、
家
出
の
前
後
で
変
化
が
な
い
。
醤
油
造
り
の

道
具
と
と
も
に
権
利
が
移
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
行
研
究
等
で
は
、
債
務
の
連
帯
責
任
が
五
人
組
の
重
要
な
役
目
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
史
料
で
は
五
人
組
は
債
務
の
補
償
は
し
て
い
な
い
。

第
四
章

五
人
組
制
度
の
実
態

一.

五
人
組
帳
前
書
と
五
人
組
の
義
務

（
�
）

穂
積
重
遠
氏
は
、『
五
人
組
法
規
集
』
お
よ
び
『
五
人
組
法
規
集
続
編
』
の
五

人
組
帳
前
書
の
各
条
を
機
能
別
に
整
理
し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
全
部
で
七

四
五
条
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
人
組
帳
前
書
は
、
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
多
種

多
様
で
あ
る
。
五
人
組
制
度
は
、
五
人
組
帳
前
書
の
条
文
に
基
づ
い
て
論
議
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
あ
る
地
域
・
あ
る
時
代
の
一
つ
の
前
書
に
基
づ
い
て
論
議
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
第
二
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
五
人
組
そ
の
も
の
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
に
は
重
要
な
も
の
は
な
く
、
そ
の
数
も
少
な
い
。

従
来
の
研
究
は
、
こ
の
五
人
組
帳
前
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
五
人
組
の
機

能
・
義
務
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
五
人
組
の
概
念
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
五
人
組
帳
前
書
の
条
文
は
、
全
て
の
住
民
が
守
る
べ

表 2 文政 11年 五人組帳

備考

○

○

○

○

○

註）（1）検地・屋敷面積・石高は文政 9年の高名寄帳による。
（2）屋敷面積「の内」はその屋敷地の一部である。
（3）備考欄の○は天保 7年五人組帳に名前のある人である。

場所

2－①

2－②

2－③

2－④

（文政 9年の高名寄帳に名前なし。文政 9～11年の間に転入）

1－①

1－②

1－③

1－④

1－⑤

3－①

3－②

3－③

3－④

石高（合）

36,625

2,703

3,196

374

765

221

592

3,962

190

4,835

255

6,977

5,620

屋敷面積

15畝 12歩

1畝 6歩

27歩

2畝 6歩

4畝 15歩

1畝 9歩

2畝 21歩の内

5畝 9歩の内

2畝 21歩の内

2畝 27歩

2畝 27歩の内

1畝 18歩

1畝 21歩

検地

藤右衛門

小左衛門

藤右衛門

藤右衛門

新兵衛

六兵衛

四郎兵衛

太兵衛

四郎兵衛

八郎兵衛

六兵衛

四郎兵衛

久治郎

町

北町

北本町

北町

北町

北本町

六軒町

六軒町

六軒町

六軒町

北本町

北本町

北本町

北本町

名前

善兵衛

平兵衛

ます

清兵衛

平七

武左衛門

しめ

長七

忠治郎

宗助

吉兵衛

佐兵衛

源四郎

元治郎

屋号

橘屋

種屋

出屋敷屋

細井戸屋

柳原屋

西口屋

楢原屋

今田屋

甘酒屋

玉手屋

西口屋

西口屋

今田屋

前

１

武
左
衛
門
組

後

１

― ９ ―



き
こ
と
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
庄
屋
年
寄

五
人
組
」
と
書
か
れ
て
い
る
条
文
も
村
役
人
・
世
話
役
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
五
人
組
の
機
能
・
義
務
と
す
る
の

（
�
）

は
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
戦
前
に
野
村
兼
太
郞
氏
が
指
摘
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
、
同
様
の
指
摘
を
し
た
研
究
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

二.

債
務
・
土
地
売
買
の
連
帯
責
任

債
務
・
土
地
売
買
の
連
帯
責
任
は
、
五
人
組
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
前
述
し
た
武
左
衛
門
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
五
人
組
は
債
務
処
理
に
関
わ
っ

て
い
る
だ
け
で
、
債
務
は
債
権
者
が
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
る
。

こ
の
処
理
に
お
い
て
、
家
出
前
に
武
左
衛
門
の
道
具
を
買
い
取
っ
た
高
田
村
吉
兵

衛
は
、
銀
一
四
〇
三
匁
の
損
失
、
債
権
者
は
二
九
人
で
、
最
高
の
人
の
損
失
は
、

銀
二
九
五
・
八
六
匁
（
曽
根
村
嘉
兵
衛
、
二
件
の
計
）
で
あ
る
。
債
務
処
理
に
要

し
た
費
用
は
、
回
収
し
た
銀
高
か
ら
引
い
て
債
権
者
に
配
当
し
て
い
る
の
で
、
五

人
組
は
一
切
金
銭
的
な
負
担
を
し
て
い
な
い
。
配
当
率
は
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
が
、
債
権
者
は
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
役
所
の
承
認
を
取
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
五
人
組
の
名
に
お
い
て
な
さ
れ
た
処
理
に
、
不
服
を
言
え
な
い
と
い
う
の

が
、
五
人
組
の
機
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
�
）

煎
本
増
夫
氏
は
、
借
金
で
妻
子
を
引
き
連
れ
て
欠
落
し
た
と
き
に
、
残
り
の
組

仲
間
が
貸
主
に
弁
済
し
た
例
を
あ
げ
、「
五
人
組
が
加
判
し
て
い
る
の
で
、
連
帯

保
証
で
弁
納
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
五
人
組
が

保
証
人
と
し
て
加
判
し
て
い
る
の
は
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大

（
�
）

阪
府
吹
田
市
の
西
尾
家
文
書
に
は
一
二
〇
点
の
借
用
証
文
が
あ
る
が
、
五
人
組
が

請
人
ま
た
は
証
人
と
し
て
加
判
し
て
い
る
例
は
な
い
。

（
�
）

ま
た
、
煎
本
増
夫
氏
は
、「
質
地
入
れ
や
土
地
売
買
は
五
人
組
の
保
証
が
必
要

で
あ
っ
た
。
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
は
五
人
組
が
連
帯
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
御
所
町
の
五
人
組
帳
前
書
に
は
、

「
田
畑
并
山
林
等
永
代
売
買
御
停
止
ニ
候
、
若
質
物
入
候
ハ
ハ
庄
屋
年
寄
証
文
に

（
�
）

奥
印
可
致
候
」
と
あ
り
、
五
人
組
に
は
奥
印
を
求
め
て
い
な
い
。
西
尾
家
文
書
に

は
、
三
八
点
の
質
入
れ
証
文
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
取
引
に
関
係
の
あ
る
村

の
庄
屋
が
奥
印
し
て
い
る
が
、
五
人
組
が
加
判
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、

津
田
秀
夫
文
庫
の
な
か
の
河
内
国
丹
北
郡
松
原
村
（
現
、
大
阪
府
松
原
市
）
の
史

（
�
）
料
に
つ
い
て
は
、
一
四
点
の
質
入
れ
証
文
の
う
ち
、
五
人
組
が
加
判
し
て
い
る
の

は
一
点
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
若
切
月
ニ
相
滞
候
ハ
ヽ
、
右
質
物
の
田
地
私

共
引
請
、
銀
子
ニ
而
元
利
返
上
納
可
仕
候
」
と
あ
り
、
処
理
す
る
こ
と
を
引
き
受

け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
金
銭
的
な
保
証
を
し
て
い
な
い
。

三.

年
貢
の
連
帯
責
任

年
貢
の
連
帯
責
任
は
、
五
人
組
の
固
定
観
念
に
な
っ
て
お
り
、
高
等
学
校
の
教

（
�
）

科
書
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
西
村
精
一
氏
の
著

作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
書
は
「
納
税
の
連
帯
責
任
」
の
項
に
左
記
の
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）
美
濃
国
郡
上
郡
貢
間
村
「
五
人
組
御
仕
置
帳
」
を
引
用
し
て

い
る
。

一
、
御
年
貢
米
金
共
、
年
切
に
相
納
、
極
月
限
皆
済
可
致
候
、
若
致
未
進
欠
落

候
者
有
之
候
は
ゞ
、
其
五
人
組
庄
屋
年
寄
可
弁
納

こ
こ
に
は
、「
五
人
組
庄
屋
年
寄
可
弁
納
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
村
請
制
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
五
人
組
に
連
帯
保
証
を
求
め
た
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
章
二
節
の
１１
項
に
示
し
た
も
の
に
は
「
五
人
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組
之
も
の
共
急
度
御
年
貢
払
方
相
究
可
申
候
事
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
で
あ

る
が
連
帯
保
証
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
連
帯
保
証
を
し
た
実
例
に
つ
い
て
の

先
行
研
究
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

年
貢
の
連
帯
責
任
に
は
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
す
な
わ
ち
、
年
貢
の
納

付
義
務
が
あ
る
の
は
高
持
で
あ
り
、
田
畑
ま
た
は
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
。
そ
れ

を
差
し
押
さ
え
れ
ば
済
む
こ
と
で
、
五
人
組
に
連
帯
保
証
を
求
め
る
必
要
は
な

い
。
仮
に
、
質
入
れ
を
し
て
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
田
畑
・

屋
敷
を
取
得
し
た
者
か
ら
徴
収
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
、
武
左
衛
門
の
例
で
考
え
て
み
る
。
武
左
衛
門
の
田
地
二
筆
は
、

合
わ
せ
て
三
石
二
斗
八
升
一
合
で
あ
る
。
譲
り
渡
し
た
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

の
年
貢
免
定
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
残
っ
て
い
る
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

か
ら
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
ま
で
の
五
年
間
の
免
定
お
よ
び
皆
済
目
録
を
参
考

に
す
る
。
免
（
年
貢
の
率
）
の
五
年
間
の
平
均
は
、
五
つ
（
五
割
）
で
、
当
銀

（
一
石
あ
た
り
の
銀
）
の
平
均
は
、
六
五
匁
一
分
で
あ
る
。
な
お
、
御
所
町
は
当

時
皆
銀
納
で
あ
っ
た
。
免
・
当
銀
と
も
各
年
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
紙
面
の
関

係
で
具
体
的
な
デ
ー
タ
は
割
愛
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
し
た
こ
れ
ら
の
田
地

の
年
貢
は
銀
一
二
四
匁
余
り
で
あ
る
。
武
左
衛
門
は
こ
の
田
地
を
銀
八
五
〇
匁
で

売
っ
て
い
る
の
で
、
年
貢
を
六
年
余
り
滞
納
し
て
も
差
し
押
さ
え
で
回
収
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
年
貢
が
銀
二
九
・
四
匁
で
あ
る
の
に
、
銀
三

貫
目
で
質
入
れ
し
て
い
る
の
で
、
年
貢
の
一
〇
〇
年
分
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
屋
敷
の
石
盛
は
一
石
七
斗
で
上
田
と
同
じ
で
あ
り
、
町
場
で
は
利
用
価
値

を
考
え
る
と
低
く
、
ま
た
、
建
物
は
年
貢
の
対
象
外
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
史
料
が
あ
る
。
土
地
等
の
取
引
に
関
す
る
町
の

控
で
あ
る
「
加
判
帳
」
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
も
の
に
、
物
納
の
例
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
譲
り
申
田
畑
証
文
之
事
」
の
翻
刻
を
史
料
２
に
示
す
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
文
政
二
年
ま
で
四
年
間
の
年
貢
、
銀
六
七
九
匁

八
分
を
滞
納
し
、
田
畑
五
筆
を
町
役
人
に
差
し
出
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
弁
之

庄
屋
喜
右
衛
門
は
物
納
し
た
田
畑
以
外
に
屋
敷
と
田
地
二
筆
を
所
持
し
て
い
た
の

で
、
年
貢
は
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
後
日
、
町
役
人
は
物
納
さ
れ
た

田
畑
を
売
っ
て
、
滞
納
さ
れ
て
い
た
年
貢
を
回
収
し
て
い
る
。
五
人
組
の
一
人
が

こ
の
取
引
の
証
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
五
人
組
の
役
割
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

（
�
）

前
述
の
松
原
村
の
史
料
の
な
か
に
、
五
人
組
が
連
名
で
村
役
人
に
提
出
し
た
一

札
が
あ
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
二
月
付
で
あ
る
が
、
そ
の
本
文
を
左
記

に
示
す
。

一
、
我
々
組
内
又
兵
衛
義
不
如
意
ニ
付
、
此
度
諸
道
具
売
払
候
付
、
村
借
用
并

ニ
連
判
等
ハ
家
屋
敷
引
当
ニ
取
置
、
我
々
共
江
引
請
申
候
処
実
正
也
、
然
ル

上
ハ
済
口
之
節
我
々
共
ヨ
リ
急
度
相
立
可
申
候
、
其
為
引
請
証
文
以
如
件

こ
こ
で
も
、
五
人
組
は
債
務
者
の
家
屋
敷
を
引
当
に
し
て
村
借
用
を
処
理
す
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
み
で
、
連
帯
保
証
は
し
て
い
な
い
。

四.

犯
罪
の
連
帯
責
任
お
よ
び
相
互
監
視

高
等
学
校
の
教
科
書
に
は
、「
犯
罪
の
防
止
に
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
た
」
と
あ

（
�
）

り
、
こ
れ
も
五
人
組
の
重
要
な
機
能
と
さ
れ
て
い
る
。
西
村
精
一
氏
が
「
組
合
員

の
相
互
糺
察
並
に
犯
罪
告
発
」
の
項
で
引
用
し
て
い
る
の
は
寛
文
五
年
（
一
六
六

五
）
武
蔵
国
秩
父
郡
金
崎
村
の
五
人
組
帳
前
書
で
あ
る
。

一
、
何
に
て
も
御
公
儀
御
法
度
に
相
背
、
悪
事
仕
候
者
御
座
候
は
ゞ
、
其
五
人

組
中
よ
り
可
申
上
候
、
若
脇
よ
り
御
聞
出
し
候
は
ゞ
、
名
主
五
人
組
共
に
曲

事
に
可
被
仰
付
候
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こ
の
条
文
は
「
其
五
人
組
中
よ
り
可
申
出
」
と
な
っ
て
い
る
。
犯
罪
行
為
を
見

つ
け
た
場
合
に
通
報
す
る
の
は
、
実
際
に
勇
気
を
持
っ
て
で
き
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
い
つ
の
時
代
で
も
住
民
と
し
て
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
。

第
二
章
二
節
９
項
に
示
し
た
も
の
に
は
、「
不
埒
有
之
に
於
い
て
は
、
五
人
共

可
為
同
罪
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
五
人
組
の
一
人
が
犯
罪
を
犯
す
と
全
員
が
同
罪

に
な
る
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
御
所
町
の
文
政
十
一
年
（
一
八

二
八
）
の
五
人
組
帳
の
一
人
の
と
こ
ろ
に
「
入
牢
致
居
候
ニ
付
無
印
ニ
而
奉
差
上

候
」
と
い
う
付
箋
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
人
が
入
牢
し
て
い
て

捺
印
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
組
の
他
の
四
人
は
捺
印
し
て
い
る
の

で
、
何
の
罪
に
も
問
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

犯
罪
防
止
の
連
帯
責
任
は
、
五
人
組
帳
前
書
の
拡
大
解
釈
の
よ
う
に
思
え
る
。

御
所
町
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
一
人
が
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
、
五
人
組
全
員
を
同

罪
に
す
る
の
は
無
理
の
よ
う
に
思
え
る
。

五.

五
人
組
の
組
合
せ

（
�
）

五
人
組
の
組
み
合
わ
せ
に
関
し
、
煎
本
増
夫
氏
は
、「
五
人
組
の
編
成
に
は
、

富
裕
農
民
と
零
細
農
民
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
事
実
そ
の
よ
う
に

（
�
）

な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
塚
英
二
氏
は
、「
有

力
な
者
（
持
高
五
石
以
上
の
層
）
が
必
ず
一
名
以
上
い
て
、
年
貢
未
進
時
な
ど
に

組
合
員
に
融
通
を
行
っ
た
。
単
純
な
地
理
的
関
係
性
だ
け
で
な
く
、
経
営
的
に
有

力
な
者
が
必
ず
内
部
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

御
所
町
の
例
で
は
、
家
持
と
借
家
で
分
け
て
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
組

み
合
わ
せ
は
近
隣
が
原
則
で
、
持
高
等
の
配
慮
は
さ
れ
て
い
な
い
。
町
の
西
北
の

隅
か
ら
四
人
か
ら
六
人
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
、
転
入
・
転
出
等
で
三
人
ま
た
は
七

人
に
な
っ
た
場
合
は
、
隣
の
組
と
調
整
し
て
四
人
か
ら
六
人
に
な
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
な
お
、
庄
屋
・
年
寄
は
五
人
組
に
入
っ
て
い
な
い
。

宗
門
改
帳
等
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
お
い
て
、
転
入
・
転
出
、
家

持
か
ら
借
家
・
借
家
か
ら
家
持
等
の
人
の
出
入
り
は
多
い
。
表
２
に
示
す
文
政
十

一
年
（
一
八
二
八
）
の
五
人
組
の
組
合
わ
せ
に
、
八
年
後
の
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
の
五
人
組
帳
に
記
入
さ
れ
て
い
る
人
を
備
考
欄
に
○
を
付
け
た
。
武
左
衛
門

の
組
は
全
員
い
な
く
な
っ
て
お
り
、
同
じ
組
合
せ
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
、
五
人
組
に
よ
る
連
帯
責
任
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六.

五
人
組
帳
前
書
の
読
み
聞
か
せ

基
本
的
な
問
題
点
と
し
て
、
五
人
組
帳
前
書
の
各
条
に
書
か
れ
た
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
し
て
一
般
住
民
に
伝
え
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
冒
頭
で
引
用
し
た
『
国
史
大
辞
典
』
に
は
、「
前
書
部
分
を
庄
屋

が
毎
年
四
月
ま
た
は
、
正
月
・
五
月
・
九
月
と
い
う
よ
う
に
定
期
的
に
村
民
に
読

み
聞
か
せ
た
り
、
あ
る
い
は
五
人
組
寄
合
に
お
け
る
朗
読
に
よ
っ
て
そ
の
法
令
の

徹
底
が
計
ら
れ
。
ま
た
、
寺
子
屋
の
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
し
て
、
そ
の
浸

潤
が
期
さ
れ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
御
所
町
の
前
書
の
末
尾
に
は
「
右
之

条
々
一
ヶ
年
ニ
両
度
宛
、
村
中
大
小
之
百
姓
寄
合
為
読
聞
、
此
趣
常
々
無
油
断
堅

可
相
守
、
若
違
背
之
輩
於
有
之
ハ
、
可
為
曲
事
者
也
」
と
あ
る
。

（
�
）

穂
積
陳
重
氏
は
法
令
の
読
み
聞
か
せ
に
関
し
各
地
の
五
人
組
帳
前
書
か
ら
、

「
①
年
々
一
度
、
②
毎
年
二
度
、
③
毎
年
三
度
、
④
毎
年
四
度
、
⑤
毎
月
一
度
、

⑥
毎
月
再
々
、
⑦
人
別
改
め
を
行
う
時
又
は
鎮
守
祭
礼
の
時
等
に
す
べ
し
と
す
る

も
の
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か

に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

― １２ ―



地
方
・
村
の
規
模
等
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
御
所
町
の
場
合
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
。
御
所
町
の
家
数
は
七
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
軒
で
あ
り
、
一
堂
に

集
め
て
読
み
聞
か
せ
を
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
五
人
組
帳
に
は
捺
印

の
問
題
も
あ
る
。
一
堂
に
集
め
て
読
み
聞
か
せ
、
捺
印
さ
せ
る
の
が
理
想
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
捺
印
さ
せ
た
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
五
人
組
帳
だ
け
で
あ
れ
ば
、
回
覧
形
式
で
組
頭
が
読
み
聞
か
せ
て

捺
印
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
人
組
帳
は
一
冊
で
あ
る
の
に
、

表
紙
に
は
「
六
冊
之
内
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
宗
門
改
帳
と
同
時
に
作
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
門
改
帳
は
、
浄
土
宗
の
家
持
・
借
家
、
浄
土
真
宗
の
家

持
・
借
家
お
よ
び
三
宗
（
真
言
宗
・
日
蓮
宗
・
禅
宗
）
の
五
冊
に
分
か
れ
て
お

り
、
寺
院
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
頭
に
ま
か
せ
る
の
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
実
的
な
方
法
と
し
て
、
庄
屋
ま
た
は
年
寄
の
処
へ
捺
印
に
来
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
五
人
組
帳
前
書
は
、
前
年
度
の
も
の
を
そ
の
ま
ま

写
し
て
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
人
組
制
度
が
形
式
化
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お

わ

り

に

大
和
国
御
所
町
の
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
史
料
、
各
地
の
五
人
組
前
書
等
に
基

づ
い
て
、
五
人
組
の
機
能
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
家
出
人
の
借
財
処
理
に
つ
い

て
、
五
人
組
は
処
理
の
実
務
を
担
当
し
て
い
る
が
、
金
銭
的
に
は
一
切
の
負
担
を

し
て
い
な
い
。
回
収
し
た
資
金
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
き
、
残
り
を
債
権
者
に

配
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
る
。
河
内
国
松
原
村
の
二
点
の
史
料
で

も
、
五
人
組
は
債
務
者
の
田
畑
・
屋
敷
を
処
分
し
て
、
借
財
の
処
理
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
る
が
、
金
銭
的
な
保
証
は
し
て
い
な
い
。

一
般
的
に
五
人
組
の
重
要
な
機
能
と
さ
れ
て
い
る
年
貢
納
入
の
連
帯
責
任
に
は

矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
年
貢
を
納
入
す
る
の
は
高
持
で
あ
り
、
未
進
が

あ
る
場
合
、
五
人
組
に
責
任
を
負
わ
せ
て
納
入
さ
せ
る
よ
り
、
未
進
者
の
田
畑
・

屋
敷
を
差
し
押
さ
え
る
方
が
確
実
で
あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
田
畑
・
屋
敷
の
実
勢
の
取
引
価
格
は
、
年
貢
の
数
年
分
以
上
の
価
値
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
犯
罪
の
相
互
監
視
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ
る
。
五
人
組
帳
前
書
の
条
文

の
拡
大
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
々
隣
近
所
を
監
視
し
て
い
た
の
で
は
、

平
穏
な
日
常
生
活
が
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
御
所
町
の
例
で

は
、
五
人
組
の
組
合
せ
は
、
年
々
替
わ
っ
て
い
る
。
連
帯
責
任
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
頃
行
い
の
悪
い
人
や
転
入
し
て
き
た
人
等
と
の
組
合
せ
に
つ
い

て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
組
合
せ
は
持
家
と
借
家
に
分
け
て
、
四

人
か
ら
六
人
ず
つ
近
隣
の
人
た
ち
で
機
械
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
五
人
組
の
機
能
・
義
務
に
誤
解
が
生
じ
た
の
は
、
五
人
組
帳
前
書

に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
を
五
人
組
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で

あ
る
。
五
人
組
帳
前
書
の
条
文
は
、
時
代
・
地
方
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
そ
の
数

も
多
い
。
し
か
し
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
五
人
組
の
単
独
の
義
務
と
さ
れ
て
い

る
条
文
の
数
は
少
な
く
、
ま
た
そ
の
義
務
も
重
く
な
い
。

五
人
組
制
度
の
実
態
に
つ
い
て
、
第
四
章
に
ま
と
め
た
。
検
討
し
た
近
世
中
期

以
降
で
は
、
五
人
組
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
毎

年
、
町
役
人
の
義
務
と
し
て
五
人
組
帳
を
作
成
し
、
役
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
け

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
に
な
る
と
、
毎
年
五
人
組
帳
前
書
を
書
き
写
す
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こ
と
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
五
人
組
に
関
す
る
大
き
な
問
題
は
、
高
等
学
校
の
教
科
書
の
記
述

で
あ
る
と
考
え
る
。
五
人
組
の
連
帯
責
任
・
相
互
監
視
に
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
本
稿
は
、
主
に
近
世
中
期
以
降
の
町
場
の
一
地
域
の
史
料
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
普
遍
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
五
人
組
の
機
能
等
に
つ
い
て
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。
そ
し
て
、
教
科
書
・
辞
典
類
等
の
記
述
が
、
矛
盾

の
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

注（
１
）
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）
第
五
巻

九
三
六
頁

（
２
）
『
詳
説
日
本
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
一
六
七
頁
。『
日
本
史
Ｂ
』（
清

水
書
院
、
二
〇
〇
九
）
一
一
二
頁
に
は
「
各
家
は
五
人
組
に
編
成
さ
れ
て
、
年

貢
納
入
な
ど
の
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
筆
者
所
蔵
。
御
所
町
の
史
料
は
全
て
筆
者
所
蔵
で
あ
り
、
以
後
、
註
記
を
省
略

す
る
。

（
４
）
穂
積
重
遠
『
五
人
組
法
規
集
続
編
』（
有
斐
閣

一
九
四
四
）
解
説
七
頁

（
５
）
穂
積
陳
重
『
五
人
組
制
度
』（
有
斐
閣

一
九
〇
二
）

（
６
）
穂
積
陳
重
『『
五
人
組
制
度
論
』（
有
斐
閣

一
九
二
一
）

（
７
）
穂
積
陳
重
『
五
人
組
法
規
集
』（
有
斐
閣

一
九
二
一
）

（
８
）
前
掲
（
４
）

（
９
）
田
村
治
『
五
人
組
制
度
の
実
証
的
研
究
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
六
）

（
１０
）
西
村
精
一
『
五
人
組
制
度
新
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
）

（
１１
）
野
村
兼
太
郎
『
五
人
組
帳
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
三
）

（
１２
）
煎
本
増
夫
「
五
人
組
と
近
世
村
落
」（『
駿
台
史
学
』
一
九
七
二
）
三
一
号

八

六
頁

（
１３
）
煎
本
増
夫
『
五
人
組
と
近
世
村
落
』（
雄
山
閣

二
〇
〇
九
）

（
１４
）
小
笠
原
隆
夫
「
近
世
五
人
組
の
も
つ
相
互
扶
助
性
に
つ
い
て
」（『
鳴
門
史
学
』

鳴
門
史
学
会

一
九
八
七
）
一
号

二
頁

（
１５
）
大
塚
英
二
「
近
世
後
期
の
五
人
組
構
成
と
身
分
集
団
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学

部
論
集
』
二
〇
〇
四
）
五
三
号

一
五
頁

（
１６
）
黒
羽
兵
治
郎
「
河
州
五
人
組
帳
の
検
討
」（『
経
済
研
究
』
大
阪
府
立
大
学
経
済

学
部

一
九
六
〇
）
一
四
号

一
頁

（
１７
）
川
村
優
「
郷
五
人
組
考
」（『
日
本
歴
史
』
一
九
七
八
）
三
五
六
号

八
七
頁

（
１８
）
双
川
喜
文
「
近
世
の
身
分
と
土
地
所
有
」（『
地
方
史
研
究
』
一
九
八
〇
）
三
〇

号

二
五
頁

（
１９
）
熊
谷
信
一
『
享
和
四
年
下
総
国
片
山
村

五
人
組
帳
の
研
究
』（
多
摩
書
房
、
一

九
八
五
）

（
２０
）
武
田
久
義
「
五
人
組
と
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
桃
山
学
院
大
学
経

済
経
営
論
集
』
一
九
九
四
）
三
五
号

一
七
頁

（
２１
）
関
西
大
学
法
制
史
学
会
編
『
大
阪
周
辺
の
村
落
資
料
（
第
四
輯

五
人
組
帳
）』

（
関
西
大
学
出
版
部

一
九
五
八
）

（
２２
）
「
幕
末
期
河
州
天
領
五
人
組
帳
集
」（『
大
阪
経
大
論
集
』
日
本
経
済
史
研
究
所
近

世
史
研
究
会
、
一
九
六
二
）

（
２３
）
『
王
寺
町
史
』（
一
九
六
九
）
二
九
二
頁

（
２４
）
『
新
庄
町
史
』（
一
九
六
七
）
一
一
一
頁

（
２５
）
前
掲
（
２３
）

（
２６
）
『
改
訂
新
庄
町
史
』（
一
九
八
四
）

（
２７
）
『
新
訂
王
寺
町
史
』（
二
〇
〇
〇
）

（
２８
）
大
石
愼
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』（
近
藤
出
版

一
九
六
九
）
下
巻

九
六
頁

（
原
著
、
大
石
久
敬

一
七
九
四
）

（
２９
）
前
掲
（
５
）
付
録
、
前
掲
（
１０
）
二
〇
六
頁
等
に
掲
載
。
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）、
幕
府
代
官
山
本
大
膳
が
編
纂
し
木
版
で
頒
布

（
３０
）
前
掲
（
７
）

（
３１
）
前
掲
（
４
）
下
巻

一
七
〇
〇
頁

（
３２
）
前
掲
（
１１
）

（
３３
）
前
掲
（
２１
）

（
３４
）
前
掲
（
２２
）
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（
３５
）
前
掲
（
２３
）

（
３６
）
前
掲
（
２４
）

（
３７
）
『
菟
田
野
町
史
』（
一
九
六
八
）
一
〇
五
頁

（
３８
）
『
賀
名
生
村
史
』（
一
九
五
九
）
一
六
八
頁

（
３９
）
『
新
訂
大
宇
陀
町
史

史
料
編
』（
一
九
九
二
）、
第
二
巻

三
二
頁

（
４０
）
『
生
駒
市
誌

資
料
編
Ⅰ
』（
一
九
七
一
）
四
二
六
頁

（
４１
）
『
吹
田
市
史
』（
一
九
七
四
）
六
巻

三
〇
二
頁

（
４２
）
前
掲
（
２８
）

（
４３
）
前
掲
（
２９
）

（
４４
）
前
掲
（
７
）
二
五
頁

（
４５
）
前
掲
（
７
）
二
〇
五
頁

（
４６
）
図
１
の
３
│
②
の
左
に
あ
る
「
千
百
六
拾
番
」
は
蔵
屋
敷
で
、「
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
の
お
か
げ
参
り
」
の
時
に
約
一
万
人
に
対
す
る
宿
泊
の
施
行
が
行

わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
施
行
等
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
文
政
十
三
年
お
か

げ
参
り
に
関
す
る
考
察
」（『
史
泉
』
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会

二
〇
〇
七
）

に
記
載
し
た
。
そ
の
時
の
世
話
人
で
あ
っ
た
平
野
屋
和
助
・
玉
手
屋
吉
兵
衛
の

名
前
が
諸
入
用
の
支
払
先
に
あ
る
。
ま
た
、
債
権
者
の
な
か
に
今
井
屋
七
兵
衛

の
名
前
が
あ
る
。

（
４７
）
前
掲
（
４
）
下
巻

一
七
〇
〇
頁

（
４８
）
前
掲
（
１１
）
三
二
頁

（
４９
）
前
掲
（
１３
）
一
〇
四
頁

（
５０
）
『
西
尾
家
文
書
目
録
』
旧
西
尾
家
住
宅
総
合
調
査
報
告
書
別
冊
（
吹
田
市
教
育
委

員
会

二
〇
〇
九
）

（
５１
）
前
掲
（
１３
）
一
〇
四
頁

（
５２
）
拙
稿
「
西
尾
家
文
書
に
つ
い
て
」『
旧
西
尾
家
住
宅

総
合
調
査
報
告
書
』（
吹

田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
）
一
九
〇
頁
。
目
録
は
前
掲
（
５０
）

（
５３
）
拙
稿
「
河
内
国
丹
北
郡
松
原
村
・
別
所
村
文
書
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
博
物

館
紀
要
』
二
〇
〇
八
）
一
四
号

六
一
頁

（
５４
）
前
掲
（
１０
）
五
八
頁

（
５５
）
前
掲
（
５３
）
史
料
６

七
一
頁

（
５６
）
前
掲
（
１０
）
五
六
頁

（
５７
）
前
掲
（
１３
）
九
〇
頁

（
５８
）
前
掲
（
１５
）
一
〇
頁

（
５９
）
前
掲
（
５
）
四
四
頁

史
料
１

文
政
十
三
年
寅
二
月

家
出
人
柳
原
屋
武
左
衛
門
割
賦
帳

五
人
組

一
此
度
柳
原
屋
武
左
衛
門
儀
、
家
内
不
残
去
丑
極
月
晦
日
夜
、
家
出
致
候
ニ
付
、
家
財
諸

品
不
残
高
田
村
吉
兵
衛
方
へ
売
渡
し
持
運
ひ
候
ニ
付
、
其
趣
高
取
領
御
役
所
様
御
吟
味

御
糺
御
願
奉
申
上
候
所
、
御
下
書
之
上
家
財
諸
品
貰
取
候
義
ニ
而
、
夜
中
ニ
持
運
ひ
不

束
之
義
ニ
付
、
差
戻
し
候
様
被
仰
渡
、
右
武
左
衛
門
者
未
進
方
相
片
付
、
諸
雑
費
引
去

り
、
残
銀
を
以
御
財
方
割
賦
済
ニ
可
致
候
様
被
仰
渡
候
、
以
上

武
左
衛
門
五
人
組

寅
二
月
十
四
日

一
金
七
両
弐
歩
」
代
五
百
拾
六
匁

一
八
百
八
拾
七
匁

右
弐
口
者
高
田
村
吉
兵
衛
方
ヨ
リ
取
戻
し
之
諸
道
具
、
金
七
両
弐
歩
共
受
取
高
売
払
銀

共
一
五
拾
三
匁

右
ハ
諸
道
具
売
払
高
銀

一
弐
百
五
拾
目

右
醤
油
造
道
具
不
残
売
払
高

〆
壱
貫
七
百
六
匁

内

百
八
拾
四
匁
四
分

右
ハ
出
入
ニ
付
諸
入
用
〆

残
銀

壱
貫
五
百
廿
壱
匁
六
分

借
用
銀
高
元
銀

〆
拾
壱
貫
弐
百
九
十
七
匁
五
厘

此
割
賦
銀

百
目
ニ
付
拾
三
匁
五
分
宛

一
弐
百
六
拾
九
匁
二
厘

米
屋

善
兵
衛

― １５ ―



割
賦
銀

三
拾
六
匁
三
分
弐
厘

右
之
通
慥
ニ
受
取
相
済

ト
ラ
二
月
日

一
弐
百
廿
壱
匁
三
分
五
厘

大
中
屋

源
兵
衛

此
割
賦
銀

廿
九
匁
八
分

右
之
通
慥
ニ
受
取
相
済

ト
ラ
二
月
日

（
中
略
）

諸
払
方
入
用

一
弐
匁
八
分

平
野
屋

和
助

一
五
拾
文

泉
屋

藤
三
郎

（
以
下
略
）

史
料
２譲

り
申
田
畑
証
文
之
事

一
上
田
九
畝
三
分

高
壱
石
五
斗
四
升
七
合

一
上
田
壱
反
弐
七
分

高
壱
石
八
斗
五
升
三
合

一
中
畑
七
畝
二
七
分

高
九
斗
四
升
八
合

一
下
畑
弐
畝
二
三
分

高
弐
斗
七
升

一
中
畑
三
畝
六
分

高
三
斗
八
升
四
合

右
之
田
畑
我
等
所
持
之
名
前
ニ
御
座
候
処
、
去
ル
文
化
十
三
年
・
同
十
四
年
并
去
寅
年

御
年
貢
御
上
納
銀
六
百
七
十
九
匁
八
分
、
私
為
相
滞
不
納
仕
候
ニ
付
、
此
度
右
之
田
畑

町
方
江
相
譲
り
渡
し
候
間
、
向
後
町
御
役
人
中
之
御
支
配
ニ
罷
成
可
被
下
候
、
右
田
畑

譲
り
渡
し
申
ニ
付
、
一
家
者
不
及
申
自
他
之
差
構
毛
頭
無
之
候
、
右
田
畑
ニ
付
、
外
借

銀
等
一
切
無
之
候
、
猶
又
向
後
何
連
江
御
譲
り
被
下
、
名
前
御
切
替
被
下
候
共
、
其
時

一
言
之
申
分
故
障
決
而
無
御
座
候
、
田
畑
譲
渡
し
証
文
依
而
如
件

文
政
二
卯
年
極
月

譲
り
主

弁
之
庄
屋

喜
右
衛
門

一
家
惣
代

狐
井
屋

勘
兵
衛

五
人
組

扇
屋

忠
兵
衛

町
御
役
人
中

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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